
三陸沖に横たわるプレートの影響で、これまで多くの地震を経験してきた宮城県。
いつか起こり得る自然災害に備えて、

地域ぐるみで防災のノウハウを培ってきた。
その経験を生かし、開発途上国への支援にも力を入れる。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　「
バ
ケ
ツ
を
順
番
に
回
し
て
く
だ
さ
い
　
」

　
11
月
中
旬
、燦
々
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
下
、

冷
た
い
空
気
が
張
り
詰
め
る
宮
城
県
気
仙
沼

市―

。
海
辺
か
ら
ほ
ど
近
い
気
仙
沼
市
立
階

上
中
学
校
の
運
動
場
で
は
、
毎
年
恒
例
の
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
住
民
と
協

力
し
合
い
、
手
際
よ
く
バ
ケ
ツ
を
回
す
生
徒

た
ち―

。
防
災
学
習
に
力
を
入
れ
る
同
校
で

は
年
１
回
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、
バ
ケ
ツ

や
放
水
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
消
火
活
動
、
倒
壊

家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
、
避
難
所
用
の
仮

設
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
中
学
生
で
も
、
こ
こ
ま
で
防
災
へ
の
意

識
や
技
術
が
高
い
の
は
驚
き
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
モ
ロ
ツ
ア
大
学

の
サ
ラ
ス
・
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ
上
級
講
師
。

昨
年
11
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力

事
業
の
一
環
で
、
県
や
自
治
体
の
防
災
対
策

を
学
ぶ
た
め
に
や
っ
て
き
た
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
は
世
界
的
に
知
ら

れ
る
〝
地
震
大
国
〞。
そ
の
脅
威
の
源
が
、

日
本
列
島
を
揺
る
が
す
４
つ
の
巨
大
プ
レ
ー

ト
だ
。
中
で
も
宮
城
県
は
、
三
陸
沖
に
横
た

わ
る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
影
響
で
地
震
が
発

生
し
や
す
く
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
大
き

な
地
震
を
経
験
し
て
き
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
４
を
記
録
し
た
１
９
７
８
年
の
宮
城

県
沖
地
震
の
死
傷
者
は
１
万
人
以
上―

。
こ

の
ほ
か
に
も
数
年
お
き
に
発
生
す
る
小
中
規

模
の
地
震
、
さ
ら
に
は
遠
く
海
を
越
え
て
、

南
米
チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
津
波
被

害
な
ど
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
人
間
に
は
〝
予
期
で
き
な
い
〞
自

然
災
害―

。
し
か
し
過
去
に
宮
城
県
で
発
生

し
た
地
震
か
ら
は
、
あ
る
法
則
が
打
ち
出
さ

れ
る
。「
１
７
９
３
年
以
降
、
宮
城
県
沿
岸

が
震
源
地
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
を
超
え
る

地
震
は
６
回
。
平
均
37
年
ご
と
に
発
生
し
て

い
る
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
宮
城
県
危

機
対
策
課
防
災
推
進
班
の
塚
原
武
士
さ
ん
。

「
こ
の
計
算
か
ら
い
く
と
、
い
つ
地
震
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
す
」。

　
い
つ
か
、
い
や
、
確
実
に
来
る
で
あ
ろ
う

地
震
に
備
え
て―

。
宮
城
県
は
長
年
に
わ
た

り
、地
域
住
民
と
と
も
に
防
災
対
策
を
推
進
。

公
共
施
設
や
住
宅
の
耐
震
化
、
防
波
堤
や
避

難
誘
導
表
示
な
ど
の
整
備
か
ら
、
防
災
指
導

員
の
育
成
、
住
民
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
ま
で
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
し

て
09
年
に
は
国
内
で
も
先
立
っ
て
「
震
災
対

策
推
進
条
例
」
を
施
行
。「
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、よ
り
一
層
、

防
災
対
策
や
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
の
は

日
本
だ
け
で
は
な
い
。
宮
城
県
は
独
自
に
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
防
災
分
野
の

国
際
協
力
に
も
尽
力
。
県
の
取
り
組
み
を
学

ん
で
も
ら
う
た
め
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
研
修

員
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
09
年
か
ら

は
、
東
北
大
学
と
協
働
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の

根
技
術
協
力
事
業
「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る

自
主
防
災
活
動
の
実
践
と
Ｐ
Ｔ
Ａ（
参
加
技

術
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
よ
る
地
震
・
津
波
被

害
軽
減
手
法
の
整
備
」
を
開
始
。
04
年
の
ス

マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
南
部
沿
岸
地
域
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
と
し
て
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
周
辺
に
大
き
な
プ
レ
ー
ト

も
な
く
、
こ
れ
ま
で
地
震
被
害
と
は
無
縁
だ

っ
た
。
し
か
し
04
年
12
月
、
南
部
の
町
が
突

然
、
大
き
な
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。「
そ

も
そ
も
〝
防
災
〞
の
概
念
が
な
か
っ
た
。
住

民
た
ち
は
混
乱
状
態
に
陥
り
、
被
害
が
拡
大

し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ

さ
ん
は
話
す
。
そ
こ
で
宮
城
県
危
機
対
策
課

と
東
北
大
学
大
学
院
で
津
波
工
学
を
研
究
し

て
い
る
今
村
文
彦
教
授
が
か
じ
を
取
り
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
ト
ッ

プ
、
モ
ロ
ツ
ア
大
学
と
協
働
で
、
海
岸
地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
住
民
主
体
の

自
主
防
災
活
動
の
普
及
な
ど
を
進
め
て
い

る
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
今
村
教
授
ら
が
現
地
を

訪
問
。
南
部
最
大
の
都
市
ゴ
ー
ル
近
く
の
避

難
住
宅
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
モ
ロ
ツ
ア
大
学

と
ペ
ラ
デ
ニ
ア
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
。「
地
域

防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
住
民

た
ち
が
地
震
や
津
波
の
危
険
性
を〝
正
し
く
〞

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
上
で
、
災
害

時
の
対
処
法
を
〝
正
し
く
〞
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
今
村
教
授
は
強
調

す
る
。
ア
ル
ミ
缶
と
紙
パ
ッ
ク
を
使
用
し
た

〝
サ
バ
メ
シ
※
〞
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
非
常
食
コ
ン
テ
ス
ト
、
避
難
訓
練
や
防

災
運
動
会
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
活

動
紹
介
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
に
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　「
国
際
協
力
は
宮
城
県
の
防
災
対
策
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
塚

原
さ
ん
。「
地
域
防
災
に
必
要
な
の
は
住
民

の
自
主
性
を
引
き
出
す
こ
と
。
私
た
ち
も
改

善
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
話
す
。
ま
た
、
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ
さ
ん
も

「
今
度
、
い
つ
津
波
が
襲
っ
て
く
る
か
分
か

ら
な
い
。時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

住
民
た
ち
と
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
自
然
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
〝
も
し

も
〞
の
悲
劇―

。
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
宮
城
の
〝
地
域
力
〞
に
学
び
な

が
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
住
民
た
ち
は
力
強
く

歩
み
始
め
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
―

自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

宮
城
に
学
び

住
民
主
体
の
防
災
対
策
を
推
進

面積7,286平方キロ、人口233万
人。日本三景の松島、渡り鳥の飛来
地として知られる伊豆・内沼（1985
年ラムサール条約登録）など、風光
明媚な景観に恵まれている。広大な
平野、三陸沖漁場の恩恵を受け、農
業、水産業が盛ん。また、食料品、電
子部品、鉄鋼分野の工場も多く企業
誘致にも積極的に取り組む。一方、
過去に大規模な地震・津波の被害を
多く経験しており、県独自の防災対
策を推進している。

宮城県

19住民と協働で“もし も”に備えた防災対策を

南三陸町を流れる八幡川の防潮水門の開閉を視察するスリラ
ンカの研修員たち

南三陸消防署では月2回、
遠隔操作により防潮水門
の開閉訓練が行われる

2008年の岩手・宮城内陸地震被災現場である荒砥沢栗原地方ダム
を視察。被害状況や現在の復旧についての説明を受けた

階上中学校での総合防災訓練では、避難所を想定した炊き出しにも参加。1960年のチリ地震による津波被害を経験した住民か
らも話を聞いた

！！

さ
ん
さ
ん

宮城県

宮  城  県
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※サバイバル・メシタキの略。被災時に
電気やガスが使えない状況で、簡単にコ
メを炊く手法として開発された。




